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議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会会
第3回 定例第3回　定例会会

9月13日に招集された第3回定例町議会は同日、全日程を終えて閉会しました。

今定例会では、小竹町長、辻本教育長の行政報告のほか、平成23年度の補正予算案等が審議

されました。その主な内容についてお知らせいたします。

●
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

　
　
月
4
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
小

11
林
悟
委
員
の
後
任
に
、
引
き
続
き
同
氏
が
選

任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　
月
　
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
高

12

31

瀬
美
幸
委
員
の
後
任
に
、
牧
野
里
香
氏
が
選

任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
　
年
度
一
般
会
計

23

　
平
成
　
年
度
新
冠
町
一
般
会
計
は
、
既
定

23

の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
1
億
3
、
2
7
1
万

3
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
　
億
1
、
7
6
2

52

万
9
千
円
と
し
ま
し
た
。

《歳
入
補
正
の
主
な
も
の
》

寄
附
金
　
　
　
　
　
　
　
  1
、
9
0
9
千
円

繰
入
金
　
　
　
　
　
　
　
  1
億
3
9
0
千
円

繰
越
金
　
　
　
　
　
　
  4
4
、
6
6
1
千
円

《歳
出
補
正
の
主
な
も
の
》

町
行
政
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  6
、
8
2
5
千
円

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
負
担
金
返
還
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  1
、
9
5
4
千
円

高
齢
者
等
買
い
物
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  2
、
4
3
5
千
円

予
防
接
種
委
託
料
　
　
　
  2
、
1
6
7
千
円

除
雪
業
務
委
託
料
　
　
　
  3
、
0
0
0
千
円

町
道
維
持
補
修
等
工
事
 　
 5
、
1
0
0
千
円

河
川
整
備
等
工
事
　
　
　
  2
、
1
5
0
千
円

長
期
債
償
還
元
金
　
　
　
　
　
　
　
  1
億
円

新
冠
町
開
町
１
３
０
年
・
町
制
施
行
　
年
記

５０

念
事
業
の
結
果
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
　

　
記
念
式
典
が
終
了
致
し
ま
し
た
の
で
、
式

典
及
び
こ
れ
ま
で
の
記
念
事
業
の
実
施
状
況
、

今
後
の
記
念
事
業
の
予
定
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　
台
風
が
接
近
し
天
気
の
心
配
を
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
心
配
を
よ
そ
に
、
９

月
１
日
は
朝
か
ら
式
典
を
祝
う
か
の
よ
う
に

青
空
が
広
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
に
先
立
ち
、
氷
川
神
社
境
内
か

ら
移
転
・修
復
を
終
え
た
「
町
制
施
行
記
念
碑
」

の
除
幕
式
を
判
官
館
森
林
公
園
で
議
会
議
員
、

記
念
事
業
実
行
委
員
会
委
員
の
ご
出
席
を
頂

き
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
除
幕
式
終
了
後
、
レ
・
コ
ー
ド
館
に
お
い
て
、

北
海
道
知
事
を
は
じ
め
と
し
た
来
賓
の
皆
様

と
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
ご
出
席
を
頂
き
、

先
人
の
労
苦
や
、
今
日
の
新
冠
町
の
発
展
の

礎
を
築
い
た
多
く
の
町
民
の
地
道
で
、
ひ
た

む
き
な
努
力
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
つ
つ
、
ふ

る
さ
と
へ
の
誇
り
と
思
い
を
未
来

へ
と
つ
な

げ
て
行
こ
う
と
い
う
決
意
の
中
で
記
念
式
典

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
同
時
に
政
治
、
経
済
、
教
育
、
文
化
等

各
般
に
わ
た
っ
て
新
冠
町
の
振
興
・
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
故
人
を
含
む
　
人
の
方
に
新
冠
町

１９

特
別
表
彰
を
贈
呈
致
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
記
念
事
業
も
、

こ
の
記
念
式
典
を
終
え
て
、
丁
度
折
り
返
し

を
迎
え
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
記
念
事

業
の
実
施
状
況
の
概
略
に
つ
い
て
報
告
い
た

し
ま
す
。

　
記
念
事
業
の
ス
タ
ー
ト
は
５
月
　
日
開
催

２８

の
青
少
年

「
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
記
念
植
樹
・
野
球

教
室
」
で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
町
内
の
野
球

関
係
者
が
集
ま
り
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
選
手
と
と
も
に
、
朝
日
の
森
に
ア
オ
ダ

モ
の
記
念
植
樹
を
行
い
、
そ
の
後
、
町
民
グ
ラ

ン
ド
で
新
冠
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

へ
の
野

球
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
　
日
に
は
新
冠
町
長
、
新
冠
町
議
会

１７

議
員
と
判
官
館
森
林
公
園
に
「
天
皇
陛
下
お
手

播
き
苗
木
」
の
植
栽
を
、
同
月
　
日
に
は
新
冠

２６

町
民
の
憩
い
の
空
間
や
新
た
な
観
光
名
所
に

補

正

予

補

正

予

算算

町

長

行

政

報

町

長

行

政

報

告告

▲9月1日、町制施行記念碑移転に伴う除幕式の様子

人人

事事
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も
し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
町
民
２
５
０

人
が
参
加
し
町
花
で
あ
る
ツ
ツ
ジ
２
、
６
８
２

本
を
新
冠
温
泉
レ
・
コ
ー
ド
の
湯
の
敷
地
内
に

植
樹
致
し
ま
し
た
。

　
町
民
が
北
海
道
の
短
い
夏
を
楽
し
も
う
と

7
・
8
月
に
実
施
さ
れ
る
屋
外
の
事
業
も
、
記

念
の
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、
内
容
を
充
実
し
な

が
ら
実
施
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が

多
く
の
町
民
の
参
加
を
頂
い
た
「
新
冠
ふ
る
さ

と
祭
り
」
、
記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
て
頂
い

た

「
農
業
ま
つ
り
　
豊
楽
富
喜
市
」
、
開
町

１
０
０
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
新
冠
音
頭

を
復
活
さ
せ
よ
う
と
取
組
ん
で
頂
い
た
「
ふ
る

さ
と
盆
踊
り
」、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

力
を
合
わ
せ
て
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
リ
レ
ー
す

る

「
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
」
な
ど
、
短
い

夏
の
熱
い
記
念
事
業
の
数
々
は
、
改
め
て
新

冠
町
民
と
し
て
の
絆
を
強
め
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
９
月
以
降
は
「
昭
和
音
楽
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
N
H
K
公
開
番
組

「
ふ
る

さ
と
自
慢
　
う
た
自
慢
」、
知
里
幸
恵

「
神
々

の
謡
」
公
演
な
ど
、
実
り
の
秋
、
文
化
の
秋
に

ふ
さ
わ
し
い
記
念
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
３
月
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
記
念

事
業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の

町
民
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、

開
町
１
３
０
年
・
町
制
施
行
　
年
の
記
念
の
年

５０

を
と
も
に
祝
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
記
念
事
業
と
し
て
新
冠

の
郷
土
を
題
材
に
し
た

「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」

の
製
作
や
、
現
在
の
新
冠
町
を
鳥
瞰
図
で
描

く

「
新
冠
鳥
瞰
図
作
成
事
業
」、
判
官
館
の
貴

重
な
植
物
を
記
録
す
る
「
判
官
館
の
植
物
D
V

D
」
の
作
成
な
ど
、
今
日
の
新
冠
の
姿
や
自
然
、

文
化
を
後
世
に
伝
え
て
ゆ
く
事
業
に
も
取
り

組
む
予
定
で
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
記

念
事
業

へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地
域
住
民

の

方
々
と
と
も
に
、
地
域
の
社
会
的
・
経
済
的
な

活
性
化
を
目
指
し
、
活
動
す
る
都
市
圏
出
身

の
若
者
た
ち
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
本
年
４
月
か
ら
観
光
振
興
の

担
い
手
と
し
て
２
名
、
６
月
か
ら
は
、
農
業
の

新
た
な
担
い
手
候
補
と
し
て
３
名
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
を
採
用
し
活
動
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
い
ず
れ
の
協
力
隊
員
も
新
冠

に
住
民
登
録
し
、
最
長
で
３
年
間
、
地
域
の
活

性
化
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
ず
、
観
光
振
興
の
２
名
で
す
が
、
１
名
は

東
京
都
、
も
う
１
名
は
茨
城
県
か
ら
の
応
募

者
で
、
観
光
協
会
事
務
局
を
担
当
し
、
事
務
局

長
、
局
員
の
職
務
に
就
き
、
事
務
局
体
制
の
整

備
、
観
光
情
報
の
受
発
信
、
体
験
ツ
ア
ー
等
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
連
休
中
の

道
の
駅
で
の
観
光
案
内
所
の
開
設
や
札
幌
圏

で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、

こ
れ
ま
で
観
光
に
関
す
る
業
務
で
不
足
し
て

い
た
部
門
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
こ
の
内
１
名
の
事
務
局
長

は
、
自
己
都
合
に
よ
り
６
月
　
日
付
け
で
退

１７

職
し
て
お
り
ま
す
が
、
８
月
か
ら
１
名
補
充

を
し
て
、
観
光
協
会
事
務
局
の
体
制
を
再
構

築
し
、
町
民
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
べ
き

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。　
　

　
町
内
の
観
光
は
東
北
の
震
災
の
影
響
で
、

観
光
客
の
落
ち
込
み
が
危
惧
さ
れ
ま
す
が
、

様
々
な
町
内
観
光
情
報
の
発
信
等
に
よ
り
少

し
で
も
防
げ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
農
業
の
新
た
な
担
い
手
候
補
の
３

名
で
す
が
、
札
幌
市
か
ら
３
人
家
族
の
方
と

単
身
の
方
の
２
名
、
も
う
１
名
は
恵
庭
市
か

ら
応
募
の
方
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
３
名
は
、
年
々
減
少
や
高
齢
化
す
る

農
業
の
新
た
な
担
い
手
候
補
と
し
て
、
農
業

に
関
わ
る
研
修
を
公
募
で
受
入
を
希
望
さ
れ

た
　
戸
で
、
収
穫
や
管
理
、
搾
乳
、
飼
育
作
業

１２

を
中
心
に
研
修
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
実
績
で
す
が
、
８
月
末
ま
で

に
そ
菜
、
酪
農
、
肉
牛
の
３
品
目
で
１
人
当
た

り
　
日
間
に
及
び
、
研
修
先
か
ら
も
研
修
に

６３
向
か
う
姿
勢
も
良
く
、
意
欲
も
あ
り
、
生
産
者

も
情
報
交
換
や
技
術
指
導
す
る
こ
と
で
自
分

た
ち
も
い
い
刺
激
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　
３
名
は
、
旧
太
陽
小
学
校
教
員
住
宅
に
居

住
し
、
農
業
研
修
は
勿
論
の
こ
と
、
地
域
の
活

動
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
の

一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。

　
協
力
隊
が
活
動
し
始
め
て
、
約
３
～
５
か

月
経
過
し
た
中
で
の
課
題
や
改
善
す
べ
き
点

も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
５
名
の
隊
員
が
定

住
・
定
着
化
で
き
る
よ
う
支
援
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

農
作
物
の
生
育
状
況
と
販
売
状
況
に
つ
い
て

　
は
じ
め
に
町
内
の
主
な
農
作
物
の
生
育
状

況
か
ら
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
町
の
基
幹
作
物
で
あ
り
ま
す
水
稲

で
す
が
、
北
海
道
統
計
情
報
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
８
月
　
日
現
在
の
道
内
の
作
柄
状
況
は
「
平

１５

年
並
み
」
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
穂
数
が
６
月
全
般
の
日
照
不
足

な
ど
に
よ
っ
て
、
分
け
つ
が
抑
制
さ
れ
た
こ

と
か
ら

「
少
な
い
」
と
な
っ
た
た
め
、
全
も
み

数
は
「
少
な
い
」
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、

登
熟
は
７
月
上
・
中
旬
か
ら
８
月
上
旬
が
高
温

に
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
も
み
の
稔
実
や

粒
の
充
実
が
平
年
を
上
回
る
と
見
込
ま
れ
る

▲6月26日、町民記念植樹の様子


